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Abstract 
“Promotion meeting of Fukuoka cancer screening consultation” was held on January 23, 
2013. I reported “Measures for the support of the working people to receive cancer treatment 
―from the cancer prevention to the reinstatement support of the cancer survivor―”as 
health supervisor of Health and Safety Committee in Daiichi University. 
The purpose of this study is to have the staff in this University know this report and to 
understand the importance of the cancer screening and to promote the cancer screening 
consultaion. 
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法（平成 18 年法律第 98 号）に基づき政府が策定するものであり、平成 19 年 6 月に
策定され、基本計画に基づきがん対策が進められてきた。今回、前基本計画の策定か
ら 5年が経過し、新たな課題も明らかになっていることから、見直しを行い、新たに











がんは、昭和 52年以降、福岡県の死因の第 1 位であり、1年間に約 1万 4千人の県民

























































  『本学における福岡県への事業参加』については、2つの事業参加がある。 
まず第一に、平成 23年度の平成 24年 2月より、「福岡県がん対策推進業務企業等連
携協定」4)に参加している。そして第二に、平成 24年度より、「福岡県働く世代をが
んから守るがん検診推進事業(がん検診受診率向上事業)」2)に参加している。 













である。昭和 35年に創立し、平成 25年で、創立 53周年を迎え、「個性の伸展による
人生練磨」を「建学の精神」として、「臨床能力の高い薬剤師」の養成を目指してい
る。 
平成 18年(2006年)に、教育課程が、4年制から 6年制に移行し、現在 1年生から 6






















































4. 5 つのがん対策推進業務の取組み内容 
  前述したがん対策の具体的な取組みとして、下記の「5つのがん対策推進業務」を
行った。 
1) 人間ドック受診の啓蒙 (※平成 23年度) 
2) 定期健康診断へ腫瘍マーカー検査等の血液 オプションの導入 
3) 「生活習慣改善とがん予防」の冊子作成 






































  【結果】 
      教職員 97名中 29名の約 30%が、腫瘍マーカー検査等の血液オプションを受
診した。受診内容としては、胃がんリスク検診が、10名、腫瘍マーカー検査が、
男性用セット受診が 18名、男性 PSAのみが 3名、女性用セット受診が 6名と
なった。 
【取り組み後の状況・従業員の反応】 






   来年度も人間ドック受診と同様に血液オプション受診についての情報を、さ
らに具体的に示し、活用促進の必要性がある。 






















   来年度は、冊子に対する従業員の反応を評価し、食堂のメニューに健康的な 
食事が提供できないか等を検討したいと考えている。 
    なお、本学の食堂は、「福岡市栄養成分表示の店」5)の登録店で、カロリー
表示している。 
 
4) 学内禁煙に関する規則作成 (学生委員会) 






















































































































上記のような 1)～5)の 5つがん対策業務の取り組みを通じて、平成 25年度の安全






























1) 厚生労働省, がん対策推進基本計画の概要 
http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/dl/gan_keikaku01.pdf 
 (2013年 12 月 15日アクセス可能) 
 －47－ 
 
2) 福岡県, 福岡県働く世代をがんから守るがん検診推進事業 
http://www.pref.fukuoka.lg.jp/b01/gankoujou.html 
(2013年 12 月 15日アクセス可能) 
3) 厚生労働省, 安全・衛生に関する主な制度 
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/an
zen/index.html 
 (2013年 12 月 15日アクセス可能) 
4) 福岡県, がん対策推進企業等連携協定について 
http://www.pref.fukuoka.lg.jp/b01/gankigyoukyoutei.html 
(2013年 12 月 15日アクセス可能) 
5) 福岡市, 「福岡市栄養成分表示の店」を活用しましょう 
http://www.city.fukuoka.lg.jp/hofuku/shika-eiyo/life/005.html 








(2013年 12 月 15日アクセス可能) 
8) がんと就労, 「がんと仕事の Q&A」「企業のための<がん就労者>支援マニュアル」 
http://www.cancer-shigoto.com/index.html#kigyoumuke 
(2013年 12 月 15日アクセス可能) 
9) 日本サイコオンコロジー学会,  
http://jpos-society.org/ 
(2013年 12 月 15日アクセス可能) 
10) 独立行政法人 国立がん研究センター がん対策情報センター, がん情報サービ
ス 
http://ganjoho.jp/public/index.html 
(2013年 12 月 15日アクセス可能) 
